
（１） ２０２１年（令和３年）７月１日 第２６号  

 
  

 コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が
見
通
せ
な
い

中
、
令
和
二
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算

並
び
に
監
査
報
告
を
審
議
す
る
理
事
会

は
、
感
染
防
止
措
置
を
講
じ
た
う
え
で
、

五
月
二
十
一
日
に
予
定
ど
お
り
開
催
し

た
が
、
六
月
十
一
日
開
催
予
定
の
評
議

員
会
は
、
理
事
会
に
比
し
出
席
者
が
多

い
の
で
、
開
催
を
取
り
止
め
、
書
面
表

決
に
切
り
替
え
た
。 

 
 

 

一 

助 

成 

事 

業 

  

・
幼
稚
園 

（
一
一
件
） 

一
、
八
八
五
、
〇
〇
〇 

円 

・
小
学
校 

 

（
七
件
） 

三
、〇
五
三
、〇
〇
〇 

円 

・
中
学
校 

 

（
四
件
） 

 

一
、
四
五
九
、
〇
〇
〇 

円 

  

   

    

 

・
社
会
教
育
（
一
〇
件
） 

 
 

二
、
三
八
九
、
〇
〇
〇 

円 

・
生
涯
学
習 

（
三
件
） 

三
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円  

  

 

           
 

・
地
域
文
化
（
二
〇
件
） 

二
、
三
八
〇
、
〇
〇
〇 

円 

・
ま
ち
づ
く
り
（
八
件
） 

一
、
〇
五
〇
、
〇
〇
〇 

円 

 

 

    

 

①  

校
園
周
年
記
念
特
別
事
業
助
成
積
立

金
（
平
成
三
〇
年
度
設
定
） 

令
和
二
年
度
同
事
業
実
施
校
園
分
七

五
万
円
を
取
崩
し
た
。 

② 

外
国
語
対
応
教
育
環
境
充
実
助
成
積

立
金
（
令
和
元
年
度
設
定
） 

令
和
二
年
秋
に
大
阪
市
こ
ど
も
青
少

年
局
か
ら
幼
稚
園
に
携
帯
型
翻
訳
機

の
配
付
が
あ
り
、
配
付
を
受
け
た
幼
稚

園
で
は
外
国
語
対
応
教
育
環
境
充
実

助
成
加
算
金
が
不
要
と
な
り
、
一
方
、

令
和
二
年
度
の
調
査
で
新
た
に
携
帯

型
翻
訳
機
の
追
加
購
入
に
必
要
な
助

成
金
を
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
の
で
、
計
画
の
一
部
を
修
正
し
、

二
年
度
同
事
業
実
施
校
園
分
一
一
四

万
七
千
円
を
取
崩
し
、
計
画
ど
お
り
五

三
万
七
千
円
を
積
立
て
た
。 

③ 
 

基
本
財
産
運
用
益
減
収
対
策
積
立
資

金
（
令
和
二
年
度
設
定
） 

 
 

 

現
下
の
超
低
金
利
状
況
か
ら
の
脱
却 

が
見
通
せ
な
い
中
、
額
面
三
億
円
の
利

付
国
債
（
年
利
一
・
四
〇
％
）
が
令
和

四
年
一
二
月
に
、
額
面
十
億
円
の
利
付

国
債
（
年
利
一
・
九
〇
％
）
が
令
和
七 

年
六
月
に
満
期
償
還
と
な
り
、
令
和
五 

                            

 

    

年
度
以
降
大
幅
な
収
支
不
足
が
予
測

さ
れ
、
こ
の
収
支
不
足
を
補
填
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
特
定
費

用
準
備
資
金
と
し
て
「
基
本
財
産
運
用

益
減
収
対
策
積
立
資
金
」
を
設
定
し
、

六
五
〇
万
円
を
積
立
て
た
。 

     

・
基
本
財
産
利
息 

三
三
、
二
三
七
、
一
二
三 

円 

・
受
取
利
息
収
益 

七
九 

円 

   ※ 

支
出
の
大
幅
減
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
助
成
事
業
中
止
に
よ
り
、
助
成
金
が

返
還
さ
れ
た
こ
と
等
に
よ
る
。 

・
事
業
費
計 一

八
、
四
一
三
、
七
九
九 

円 
 

・
管
理
費
計 

九
、
七
五
六
、
八
三
七 

円 

 

 

  
 

 

 

    

積
立
金
事
業 

（５月21日開催「理事会」会議風景） 

 

② 
 

二
、
六
八
九
、
〇
〇
〇 

円 

◆ 

決 
 

算 

 

③ 
 

三
、
四
三
〇
、
〇
〇
〇 

円 

◆ 

事 

業 

報 

告 

六
、
三
九
七
、
〇
〇
〇 

円 

  

① 
 

及
び
決
算
の
概
要 

令
和
二
年
度
事
業
報
告 

東
教
育
財
団
だ
よ
り 

〇 

収 

入
（
経
常
収
益
計
） 

三
三
、
二
三
七
、
二
〇
二 

円 
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二
八
、
一
七
〇
、
六
三
六 

円 

（
前
年
度
比
△
二
、
五
六
二
、
五
四
八
円
） 

〇 

支 

出（
経
常
費
用
計
） 

（
前
年
度
比 

△
一
七
三
、
三
六
三 

円
） 

（
前
年
度
比
△ 

二
、
〇
〇
二
、
四
二
〇 

円
） 

（
前
年
度
比 

△ 

五
六
〇
、
一
二
八 

円
） 

二  

特
定
費
用
準
備
資
金 



 
 （２） 

  ※ 
校
園
周
年
記
念
特
別
事
業
助
成
積

立
金
の
令
和
二
年
度
取
崩
額
七
五
万

円
を
加
え
、
更
に
外
国
語
対
応
教
育

環
境
充
実
助
成
積
立
金
の
令
和
二
年

度
取
崩
額
一
一
四
万
七
千
円
を
加

え
、
令
和
二
年
度
積
立
額
五
三
万
七

千
円
を
引
き
、
新
た
に
設
定
し
た
基

本
財
産
運
用
益
減
収
対
策
積
立
資
金

の
令
和
二
年
度
積
立
額
六
五
〇
万
円

を
引
く
と
、
収
支
相
償
額
は
△
七
三
、

四
三
四
円
と
な
り
適
合
す
る
。 

  

評
議
員
会
の
開
催
を
取
り
止
め
、
書

面
表
決
に
切
り
替
え
、
全
評
議
員
の
同

意
を
得
た
六
月
十
四
日
を
も
っ
て
二
年

の
任
期
が
満
了
す
る
理
事
十
名
及
び
監

事
三
名
の
選
任
が
行
わ
れ
、
理
事
九
名

及
び
監
事
三
名
は
再
任
さ
れ
、
年
齢
制

限
規
定
に
該
当
す
る
理
事
一
名
が
交
代

し
た
。 

役
員
の
選
任
手
続
き
を
公
正
か
つ
円

滑
に
行
う
た
め
、
評
議
員
会
で
の
選
任

に
先
立
っ
て
、「
役
員
候
補
者
選
考
委
員

会
」
に
お
い
て
役
員
候
補
者
の
選
考
が

行
わ
れ
た
。 

 

   

        

  

           

一 

理
事(

再
任) 

（
地
域
代
表
者
） 

橋 

本   

英 

男  

（
愛 
日
） 

冨 

樫   

龍 

健  

（
集 
英
） 

梅 

本   

憲 

史  

（
中
大
江
） 

伊 

藤   

弘
一
郎 

（
南
大
江
） 

（
有 

識 

者
） 

赤 

銅   

久 

和  

（
学
校
教
育
） 

高 

橋   

哲 

也  

（
学
校
教
育
） 

井 

谷   

正 

美  

（
学
校
教
育
） 

岩 

﨑   

恵 

久  

（
行 

政
） 

槇 

野      

勝  

（
元
行
政
） 

 

  

二 

理
事
（
新
任
） 

（
地
域
代
表
者
） 

 

黒 

石    

力 

（
玉 

造
） 

 三  

監
事
（
再
任
） 

木 

下  

修 

二 

（
元
評
議
員
） 

 

野 

上   

俊 

二 

（
行
政
相
談
員
） 

沼 

田    . 

宏  

（
前
財
団
事
務
局
長
）  

四 

理
事
長
等
の
選
定 

六
月
十
五
日
に
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

理
事
長
、
会
計
理
事
及
び
審
査
理
事
の
選

定
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。 

理
事
長 

 

槇 

野 
 

 ,.

勝
（
再
任
） 

会
計
理
事 

冨 

樫   

龍 

健
（
再
任
） 

審
査
理
事 

梅 

本   

憲 

史
（
再
任
） 

 

 

「
評
議
員
及
び
役
員
候
補
者
の
年
齢
制

限
に
か
か
る
内
規
」
に
よ
り
、
清
水
隆
司

氏
が
理
事
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

清
水
氏
は
、
評
議
員
（
十
五
年
）・
理

事
（
十
五
年
）
を
長
年
つ
と
め
ら
れ
、
財

団
の
充
実
・
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

        

  

 
 

  

令
和
二
年
度
に
助
成
し
た
事
業
の
具

体
例
を
紹
介
す
る
。 

 

当
初
計
画
ど
お
り
実
施
で
き
た
事
業

も
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
実
施

時
期
や
実
施
方
法
を
変
更
し
た
も
の
、
事

業
実
施
を
取
り
止
め
所
要
物
品
の
調
達

に
変
更
し
た
も
の
等
が
あ
る
。 

学
校
教
育
事
業
助
成 

「
一
四
〇
周
年
記
念
事
業
」 

            

愛
珠
幼
稚
園
で
は
、
創
立
一
四
〇
周
年

を
記
念
し
て
、
園
の
歴
史
と
教
育
を
小
史

に
ま
と
め
た
記
念
誌
を
作
成
し
、
保
護
者

や
地
域
の
方
に
配
布
し
た
。 

（
助
成
額
二
〇
万
円
） 

      

（ 5月24日開催「役員候補者選考委員会」風景） 

◆ 

役 

員 

改 

選 

清
水
隆
司
氏 

理
事
退
任  

（愛珠幼稚園創立１４０周年記念誌） 

助 

成 

事 

業 

の 

紹 

介 

黒 

石    

力 

（
玉 

造
） 

〇 

差 

引
（
当
期
経
常
増
減
） 

五
、
〇
六
六
、
五
六
六 

円 



   
 

（３）  

「
吹
奏
楽
部
活
動
及
び
演
奏
会
」 

東
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
で
は
、
コ
ロ
ナ

対
策
を
行
っ
て
練
習
を
続
け
、
学
校
行
事

（
体
育
大
会
・
文
化
発
表
会
等
）
で
の
演

奏
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
へ
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
る
「
サ
ン
ク
ス
コ
ン
サ

ー
ト
」
も
コ
ロ
ナ
禍
に
配
意
し
て
関
係
者

の
み
で
行
っ
た
。 

 
 
 

  

 
 
 
 

（
助
成
額
三
四
万
六
千
円
） 

 

    

社
会
教
育
事
業
助
成 

「
こ
ど
も
の
健
全
育
成 

お
よ
び
環
境
整
備
事
業
」 

中
央
区
子
ど
も
会
育
成
連
合
協
議
会

で 

  

         

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
縮
小
し
な

が
ら
も
、
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会

や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
ま
た
、
そ
れ

ら
の
審
判
講
習
会
を
実
施
し
、さ
ら
に
、

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
の
練
習
と
出
演
も

縮
小
し
て
行
い
、
子
ど
も
の
交
流
と
健

全
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
音
楽
に
親

し
む
文
化
的
教
養
の
育
成
に
寄
与
し

た
。 

 
 
 
 

（
助
成
額
四
〇
万
円
） 

地
域
文
化
事
業
助
成 

「
愛
日
文
庫
曝
書
・勉
強
会
」 

愛
日
文
庫
を
守
る
会
で
は
、
愛
日
文

庫
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、
八
月 

  

 

 

   

二
九
日
に
曝
書
を
行
う
と
と
も
に
、
コ

ロ
ナ
禍
で
六
回
を
四
回
に
減
じ
た
も
の

の
勉
強
会
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
開
平

小
児
童
を
対
象
に
曝
書
の
日
に
文
庫
の

説
明
・
授
業
を
行
っ
た
。 

             
 

 

（
助
成
額
六
万
円
） 

 

     

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

「
開
平
地
域
子
育
て
支
援
事
業
」 

開
平
校
下
と
中
央
区
内
の
〇
歳
児

か
ら
三
歳
児
ま
で
の
未
就
園
児
の
親
子

を
対
象
に
〝
春
風
コ
ン
サ
ー
ト
〟
を
開

催
し
、
楽
器
に
身
近
に
触
れ
、
音
楽
を

通
し
て
地
域
で
子
ど
も
を
見
守
り
、
支 

 

             

       

  

 

 

 

    

  

         

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
図
っ
た
。 

 
 
 
 
 

（
助
成
額
三
万
円
）  

  

令
和
二
年
度
に
助
成
し
た
事
業
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
措
置
に
よ
り
、
実
施

を
取
り
止
め
、
助
成
金
を
辞
退
又
は
返
還

さ
れ
た
も
の
を
紹
介
す
る
。 

 

「
南
大
江
小
学
校
生
涯
学
習
ル
ー
ム
」 

（
辞
退
額
一
〇
万
円
） 

「
あ
っ
た
か
ま
ち
祭
り
」 

（
返
還
額
一
五
万
円
） 

 

（「サンクスコンサート」風景） 

（愛日文庫曝書風景） 

（「春風コンサート」風景） 

助 

成 

事 

業 

の 

中 

止 

（ソフトボール大会風景） 



                             

  
       

今
で
は
「
関
西
」
と
い
う
言
い
方
が
す

っ
か
り
定
着
し
、「
近
畿
」
は
あ
ま
り
使

わ
れ
な
い
が
、
筆
者
が
子
ど
も
の
頃
は
む

し
ろ
近
畿
を
多
用
し
た
。 

広
辞
苑
に
よ
る
と
、「
畿
」
は
「
帝
都

よ
り
四
方
五
百
里
以
内
の
地
」
を
意
味

し
、「
京
都
に
近
い
国
々
、
即
ち
山
城
・

大
和
・
河
内
・
和
泉
・
摂
津
の
五
箇
国
」

を
畿
内
と
い
い
、
近
畿
と
は
「
皇
居
の
所

在
地
に
近
い
国
々
」
の
意
味
で
あ
る
と
す

る
。
だ
か
ら
、
近
畿
に
は
文
明
が
普
及
し

民
度
が
高
く
な
り
う
る
地
域
と
い
う
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
思
う
。 

今
で
も
、
大
阪
・
京
都
・
奈
良
・
兵
庫
・

滋
賀
・
和
歌
山
の
二
府
四
県
を
地
理
上

「
近
畿
地
方
」
と
い
い
、「
関
西
地
方
」
と

は
い
わ
な
い
が
、
最
近
の
「
道
州
制
」
議

論
に
お
け
る
地
域
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
割
り
で

は
「
関
西
州
」
で
あ
る
。 

一
方
、「
関
東
」
は
、
広
辞
苑
に
よ
る

と
「
昔
、
鈴
鹿
・
不
破
・
愛
発
の
三
つ
の 

 
関
所
以
東
の
諸
国
」
を
さ
し
た
。
し
か
し
、

今
「
関
東
地
方
」
と
い
え
ば
、
東
京
・
茨

城
・
千
葉
・
埼
玉
・
神
奈
川
・
栃
木
・
群

馬
の
一
都
六
県
を
さ
し
、
東
京
に
中
央
政

府
も
皇
居
も
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

地
域
こ
そ
近
畿
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
今

さ
ら
関
東
を
近
畿
と
呼
び
か
え
ら
れ
な

い
の
で
、「
首
都
圏
」
と
称
し
た
り
し
て

い
る
。 

『
日
本
史
辞
典
』（
角
川
書
店
）
に
よ
る

と
、
関
西
を
冠
し
た
こ
と
ば
は
「
関
西
美

術
院
」
の
一
つ
だ
け
で
あ
る
が
、
関
東
の

そ
れ
は
多
く
、
関
東
往
還
記
・
関
東
御
公

事
・
関
東
管
領
・
関
東
郡
代
・
関
東
郡
代

奉
行
・
関
東
御
口
入
地
・
関
東
御
領
・
関

東
十
刹
・
関
東
大
震
災
・
関
東
取
締
出

役
・
関
東
評
定
伝
・
関
東
分
國
・
関
東
ロ

ー
ム
層
の
一
三
も
あ
る
。 

 

関
西
美
術
院
（
明
治
三
九
年
設
立
）
と

関
東
大
震
災
（
大
正
一
二
年
発
生
）、
そ

し
て
歴
史
用
語
で
な
い
関
東
ロ
ー
ム
層

を
除
く
江
戸
期
ま
で
の
歴
史
用
語
に
限

る
と
、
関
西
は
ゼ
ロ
で
、
関
東
は
一
一
と

な
り
、
一
般
に
関
東
に
対
し
て
関
西
と
い

う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
以
降
だ
と

い
う
こ
と
が
分
る
。 

 

日
本
の
統
治
の
仕
組
み
を
中
央
集
権

型
か
ら
分
権
型
社
会
に
変
え
る
「
地
方
分

権
改
革
」
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
。 

        

 

国
に
集
中
し
て
い
る
権
限
や
財
源
を
地

方
に
移
譲
し
、
国
の
関
与
を
で
き
る
だ
け

減
ら
し
、
住
民
の
暮
ら
し
や
福
祉
、
ま
ち

づ
く
り
な
ど
に
関
わ
る
こ
と
は
、
地
方
自

治
体
が
自
ら
の
判
断
と
責
任
で
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

そ
の
た
め
に
は
、
先
ず
基
礎
自
治
体
を

優
先
し
、
都
道
府
県
か
ら
多
く
の
事
務
・

権
限
を
市
町
村
に
移
譲
す
る
。
そ
の
受
け

皿
整
備
と
し
て
、
合
併
に
よ
る
市
町
村
の

大
規
模
化
、
特
例
市
制
度
の
創
設
、
中
核

市
や
指
定
都
市
へ
の
移
行
要
件
の
緩
和

な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
明
治
二
二

年
の
「
市
制
・
町
村
制
」
実
施
以
来
、
地

方
自
治
体
と
の
位
置
付
け
の
も
と
住
民

自
ら
が
設
計
し
変
遷
を
重
ね
て
き
て
い

る
市
町
村
に
合
併
を
強
い
る
こ
と
に
は

慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。 

次
に
、
広
域
行
政
体
改
革
と
し
て
、
国

（
中
央
）
と
地
方
の
あ
り
方
を
見
直
し
、

国
の
役
割
を
外
交
や
防
衛
、
金
融
な
ど
に

重
点
化
し
、
内
政
に
関
す
る
大
幅
な
権
限

を
広
域
行
政
体
に
移
譲
す
る
。
し
か
し
、

経
済
圏
・
文
化
圏
・
生
活
圏
な
ど
が
府
県

域
を
越
え
て
広
域
化
し
て
お
り
、
ま
た
、

明
治
憲
法
下
の
府
県
は
国
の
出
先
機
関

で
あ
っ
た
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ

の
残
滓
も
あ
り
、
現
行
の
都
府
県
の
ま
ま

で
は
移
譲
さ
れ
る
大
幅
な
権
限
の
受
け

皿 

    

 

 

  

 

皿
に
し
が
た
い
の
で
、
一
旦
こ
れ
を
廃
止

し
て
、
一
〇
程
度
の
広
域
自
治
体
（
地
方

政
府
）
に
再
編
（「
道
州
制
」
の
導
入
）
す

る
。 

 

こ
の
地
方
分
権
改
革
の
考
え
方
が
基
本

的
に
正
し
く
、
目
指
す
べ
き
方
向
で
あ
る

の
で
、「
道
州
制
」
の
実
現
こ
そ
急
ぐ
べ
き

で
あ
る
。 

              

（
槇 

野  

勝
・
記
） 

 

                             

 

＊ 

こ
の
コ
ラ
ム
欄
へ
の
投
稿
を
募
り
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
お
お
さ
か
」
で
す
。 

一
五
〇
〇
字
程
度
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

（４） 

お 

お 

さ 

か 

近
畿
と
関
西  

― 

― 

落 

ち 

穂 

拾 

い 


